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内」の「四等専属韻」──図 15の 19転四等，図 16の 17転四等に位置す
る四等専属韻──が存在しなかったことが最大の理由であると本稿の筆者


































脣音 舌音 牙音 歯音 喉音 喩母四等 来母 日母
尤韻三等 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
（幽韻三等） × × × × × × × ×
尤韻四等 × × × ○ × ○ × ×























































































































































































































































































































































5. 1 転図構成と韻の配置の関係を見るために，-n 韻尾と -m 韻尾を取り
上げ，そこから転図の構成原理をさらに検討してみよう。
中古音の体系では，以下のように，-n 韻尾と -m 韻尾は，ほぼきれい
な平行関係を保っていた（便宜，開口韻のみを扱う）（36）。-n 韻尾の臻韻 -i an

に対する -m 韻尾の -i am は存在しない。これは，臻韻は ts- 系（荘組）声
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母に限られ，真韻の二等に相当するものだからである。
痕韻 - n ： 覃韻 - m 欣韻 - n ： 凡韻 -i m
寒韻 -n ： 談韻 -m 元韻 -in ： 厳韻 -im
刪韻 -an ： 銜韻 -am 仙韻 -ian ： 鹽韻 -iam
山韻 - an ： 咸韻 - am 臻韻 -i an ： ──
先韻 -en ： 添韻 -em 真韻 -ien ： 侵韻 -iem





17転 19転 21転 23転 31転 32転 33転 41転
一等 痕 - n ○ ○ 寒 -n 覃 - m 談 -m ○ ○
二等 臻 -i an ○ 山 - an 刪 -an 咸 - am 銜 -am ○ ○
三等 真 -ien 欣-i n 元 -in 仙 -ian 鹽 -iam 厳 -im 凡 -i m 侵 -iem


















17転 19転 21転 23転 31転 32転 33転 41転
一等 痕 - en ○ ○ 寒 - n 覃 - m 談 - m ○ ○
二等 臻 -i en ○ 山 -an 刪 -an 咸 -am 銜 -am ○ ○
三等 真 -i en 欣-i en 元 -ian 仙 -ian 鹽 -iam 厳 -iam 凡-iam 侵-i em










































































































































［1−A］ 等位 1 2 3 4
果摂 27内転 歌○○○ 重中重 （開口）
果摂 28内転 戈○戈○ 軽中軽 （合口）
──────────────────────────
仮摂 29外転 ○麻麻○ 重中重 （開口）




宕摂 34内転 唐○陽○ 重中重 （開口）
宕摂 35内転＊ 唐○陽○ 軽中軽 （合口）
＊『等韵名著五種』所収本「外転」
──────────────────────────
曽摂 42内転 登○蒸○ 重中重 （開口）
曽摂 43内転 登○蒸○ 軽中軽 （合口）





































［1−B］ 等位 1 2 3 4
遇摂 11内転 ○○魚○ 重中重 （開口）
遇摂 12内転 模○虞○ 軽中軽 （合口）













開口 11転 ○ ○ ○
一等
合口 12転 模韻 -u  蟄蟄 -u  蟄蟄 -u 
















〈～中重：～中軽〉注記は，宋代音〈［模］韻 -u e；［魚虞］韻 -iu e〉の状態
──同一韻として合流している状態──を反映した注記である蓋然性が高
いと考えられる。とすれば，この〈重中～：軽中～〉注記は，「開口・合
口」の対立を示しているのではなく，「開口・合口」の対立のない［3−
B］と同様に，基本的な形の注記──「重中重」：「軽中軽」──が取られ
たものと解されることになる。すなわち，11転「重中重」，12転「重中
軽」のような〈重中～：重中～〉の注記にすれば，韻の組合せがなされて
いないので，二転図間の関係が失われてしまうことになるからである。従
って，もし，［魚虞］という韻の併合がなされていなければ，11転，12転
は，いずれも「重中重」という基本的な注記が取られたと考えられる。こ
のようなことからも，11転，12転の「重中重」：「軽中軽」は宋代音の状
態を反映していると見ることができると考えられる。
因みに，慧琳音か宋代音かというのは，今日の立場からの問いかけであ
って，〈等韻図〉編纂時には，当該の音韻体系に従っているのであるから
問題とならないことは言うまでもない。
［付記］本稿は，紙幅の関係で（蠢）～（蠶）として便宜 4分割して掲載する，そ
の（蠡）である。「注」及び「引用文献」は最後（蠶）にまとめて掲げてある。
（おぐら はじめ・関西学院大学文学部教授）
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